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本荘地域「 ㈱伊藤製麺工場 」
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口
コ
ミ
に
よ
る
も
の
で
、
広
告

宣
伝
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
な

い
。こ
の
た
め
、乾
麺
に
は
通
常

使
わ
な
い
よ
う
な
上
質
な
小
麦

粉
を
使
用
で
き
る
と
い
う
。

■
こ
だ
わ
り

　

石
脇
の
地
下
水
、
い
い
小
麦

粉
、天
然
の
塩
を
使
い
、自
然
乾

燥
で
麺
を
仕
上
げ
て
い
る
。つ

な
ぎ
や
混
ぜ
物
は
使
わ
な
い
。

■
よ
ろ
こ
び

　

お
客
さ
ま
か
ら
「
お
い
し

　
〝
本
荘
う
ど
ん
〞
で
お
な
じ
み

「
㈱
伊
藤
製
麺
工
場
」の
、
伊
藤

伊
久
雄
さ
ん（
54
歳
）に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

■
創 

業

　

昭
和
元
年
に
伊
藤
さ
ん
の

祖
父
が
創
業
し
、
今
年
で
89
年

目
。伊
久
雄
さ
ん
で
三
代
目
と

な
る
。

　

現
在
も
、
ほ
ぼ
創
業
時
の
ま

ま
の
工
場
と
昔
な
が
ら
の
製
法

で
、
親
族
６
人
に
よ
り
製
造
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。

■
商 

品

　
「
本
荘
う
ど
ん
」
を
主
力

に
、そ
ば
、中
華
、そ
う
め
ん
、

ひ
や
む
ぎ
な
ど
。こ
の
時
期

は「
美
人
そ
う
め
ん
」が
特
に

お
す
す
め
。

　

通
称
「
ハ
ジ
ッ
コ
」

と
呼
ば
れ
る
本
荘
う

ど
ん
製
造
時
の
切
れ

端
を
集
め
た
商
品

も
、
割
安
感
か
ら
人

気
と
な
っ
て
い
る
。

◇
昭
和
50
年
代
に

「
本
荘
市
の
お
土
産
」

を
作
ろ
う
と
、
製
粉

会
社
な
ど
の
力
を
借

り
な
が
ら
開
発
に
取

り
組
む
。こ
れ
が
、
後

の
看
板
商
品
で
あ
る

「
本
荘
う
ど
ん
」
の
誕

生
と
な
る
。

◇
全
国
の
お
客
さ
ん

か
ら
の
注
文
は
全
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

第
30
回
は
、本
荘
地
域
の「
㈱
伊
藤
製
麺
工
場
」で
す
。

親族6人で仲良く製造しています。（看板犬のチョコちゃんと一緒に）

《第30回》
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昔ながらの自然乾燥です。

品質を確認しながら手作業で袋詰め。

か
っ
た
よ
！
」
と
の
連
絡
を
い

た
だ
い
た
と
き
。

　

全
国
各
地
か
ら
お
客
さ
ま
が

足
を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
。

■
今 

後

　

今
後
も
お
い
し
い
う
ど
ん
を

作
り
続
け
た
い
。

　　

製
造
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど

多
く
の
注
文
が
寄
せ
ら
れ
、予
約

し
て
待
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
も
大

勢
。麺
の
乾
燥
が
難
し
い
た
め
雨

季
は
あ
ま
り
製
造
で
き
な
い
そ

う
で
す
が
、お
客
さ
ん
を
待
た
せ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
歯
が
ゆ

さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
水
が
神
様
」「
水
の
お
か
げ

で
商
売
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
水
の
あ
り
が
た
さ
を
繰

り
返
す
伊
藤
さ
ん
。お
母
さ
ん

は
毎
日
竜
神
様
に
水
を
供
え
、

感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

石
脇
の
名
水
と
こ
だ
わ
り
の

製
法
が
生
み
出
す『
最
高
の
麺
』

は
、
今
日
も
全
国
の
フ
ァ
ン
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。　　

77

佐藤さち子さん（本荘地域）
土井恵利子さん（西目地域）
佐々木駿成さん（本荘地域）
原　　裕樹さん（本荘地域）
菅原梨津子さん（大内地域）

いときん食堂から「お食事券
（1,000円分）をプレゼント！」
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橋
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力を合わせて力を合わせて

7月11日、西目小学校に西目地域の子どもたちが集まり
“かかし”作りが行われました。（関連記事は5㌻）“かかし”作りが行われました。（関連記事は5㌻）
7月11日、西目小学校に西目地域の子どもたちが集まり
“かかし”作りが行われました。（関連記事は5㌻）

「エコ」って何？

まちの話題

2

4 7月11日、西目小学校に西目地域の子どもたちが集まり7月11日、西目小学校に西目地域の子どもたちが集まり

“かかし”作り!!“かかし”作り!!“かかし”作り!!
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「
エ
コ
」
の
意
味
は
？

　

エ
コ
は
、
も
と
も
と
エ
コ
ロ

ジ
ー
（
生
態
学
）
と
い
う
言
葉
を

略
し
た
も
の
で
、「
生
物
の
生
活

や
環
境
の
関
係
を
調
べ
る
生
物

学
」の
一
分
野
で
し
た
。
そ
れ
が
、

１
９
０
０
年
代
か
ら
始
ま
る
工
業

技
術
の
発
展
に
よ
り
、
１
９
６
０

年
代
に
は
、
工
場
廃
液
や
農
薬
汚

染
な
ど
に
よ
る
世
界
的
な
環
境
問

題
が
表
面
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
産

業
発
展
が
第
一
」
と
い
う
考
え
方

に
疑
問
を
持
つ
人
々
が
多
く
な

り
、
ア
メ
リ
カ
の
環
境
活
動
の
先

駆
け
と
い
わ
れ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン
女
史
が
１
９
６
２
年
に

出
版
し
た
「
沈
黙
の
春
（
鳴
け
な

い
鳥
の
描
写
に
よ
り
、
化
学
物
質

の
危
険
性
を
訴
え
た
本
）」
に
よ

り
、
環
境
の
大
切
さ
を
考
え
る
活

動
が
世
界
に
広
が
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
１
９
７
０
〜
１
９
８
０

年
に
は
、
反
核
、
反
原
発
、
反
捕

鯨
な
ど
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
主
要
な

テ
ー
マ
と
な
り
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
１
９
９
０
年

代
に
は
、オ
ゾ
ン
層
破
壊
ガ
ス（
フ

ロ
ン
ガ
ス
な
ど
）
や
温
室
効
果
ガ
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ス
（
二
酸
化
炭
素
な
ど
）
の
削
減

が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
そ
し
て
現
在
、
先
の
３
・

１
１
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
風
力
・

太
陽
光
・
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス･

地
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
、
省
エ
ネ
、
循
環
型

社
会
の
構
築（
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
）

が
叫
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
エ
コ
」
と
い
う

言
葉
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
よ
う
に

な
り
、「
エ
コ
カ
ー
」、「
エ
コ
ラ

イ
フ
」、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な

ど
の
造
語
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

市
で
は
、
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
？

　

市
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

①「
省
エ
ネ
」
へ
の
取
り
組
み

　

油
や
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
み
ん
な
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
資
源
で
す
。し
か
し
、

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
そ
の
元
と
な

る
資
源
に
は
限
り
が
あ
っ
て
、
こ

の
ま
ま
使
い
続
け
る
と
、
い
ず
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
資
源

を
守
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

節
約
し
て
大
切
に
使
う
た
め
に
行

な
う
こ
と
を
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
省
エ
ネ
）」
と
い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
よ
り
良
い
環
境
を
守

る
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
将
来
目

標
を
定
め
た
ほ
か
、
市
民
・
事
業

者
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
も
明
記

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
市
地
球

温
暖
化
防
止
率
先
実
行
計
画
」
を

策
定
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
、「
昼

休
み
の
消
灯
」、「
ク
ー
ル
ビ
ズ
、

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」、「
市
役
所
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
」
な

ど
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
促
進

　

市
で
は
、
太
陽
光
や
風
力
、
小

水
力
な
ど
自
然
の
力
を
利
用
し
た

発
電
を
推
奨
し
て
お
り
、
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
一
般
家

庭
な
ど
へ
の
補
助
金
の
交
付
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る

事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
拠
点
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
、
避
難

場
所
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
災
害
対
策
機
能
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
バ
イ
オ
マ
ス（
有
機
性
廃
棄
物
）

利
活
用
の
促
進

　

生
ご
み
を
堆
肥
に
し
て
利
活
用

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
生
ご
み

処
理
機
購
入
に
対
す
る
補
助
の
ほ

か
、
本
年
度
か
ら
、
ご
家
庭
で
よ

り
簡
単
に
取
り
組
め
る
「
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
へ
の
補
助

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（※

）
と
言
わ

れ
る
薪
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料

と
す
る
ス
ト
ー
ブ
購
入
に
も
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
市
役
所
と
７
地

域
の
総
合
支
所
に
お
い
て
、
植
物

由
来
の
廃
食
用
油
の
モ
デ
ル
回
収

を
実
施
し
、市
内
業
者
２
社
で「
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

※

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

木
材
、
な
た
ね
、
大
豆
な
ど
の

植
物
は
、
成
長
過
程
で
光
合
成
に

よ
り
空
気
中
か
ら
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
燃
や
す

と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す

が
、
も
と
も
と
空
気
中
か
ら
吸
収

し
た
も
の
を
ふ
た
た
び
排
出
し
て

い
る
こ
と
と
な
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
で
み
る
と
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
は
増
加
し
な
い
と
い
う

考
え
方
で
す
。

④「
リ
サ
イ
ク
ル
（
３
Ｒ
）」
の
取

り
組
み

　

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
三
者

が
一
体
と
な
り
、「
も
っ
た
い
な

い
精
神
」
を
心
掛
け
、
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

環
境
は
誰
が
守
っ
て
い
く
の
？

　
「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」、「
省

エ
ネ
」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
促
進
」の
た
め
の
取
り
組
み
は
、

世
界
規
模
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、ま
だ
ま
だ
「
地
球
温
暖
化
」

に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
も
っ

と
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
全
国
的
、
ひ
い
て
は
世

界
的
な
規
模
で
意
識
啓
発
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
エ
コ
」
っ
て
何
？

　
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
！

「
エ
コ
」
っ
て
何
？

　
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
！

　大潟村で行われている電気自動車レース「ワールド・
エコノ・ムーブ」や、豪州で行われているソーラーカー
レースの最高峰「ワールド・ソーラー・チャレンジ」で
の優勝を経て、今春本田技研工業に就職した本市深沢（大
内地域）出身の伊藤樹さん（24歳）にお話を伺いました。

　私は幼い頃からものづくりが好きで、高校は機
械設計や加工が学べる由利工業高校の機械科に進
学しました。由利工高は大潟村で開催されている電気自動車の省エネル
ギー性能を競い合う「ワールド・エコノ・ムーブ」に参戦していて、私
もこの活動に参加し、乗り物の省エネ化や環境技術に興味を持つように
なりました。将来は自動車の研究開発を行いたいと思い、さらに高い知
識を得るために大学に進学し、大学でも電気自動車のレース活動を継続
して、２年次からはソーラーカーの世界大会にも参戦するようになりま
した。オーストラリア大陸3000㌔を縦断する世界最高峰のソーラーカー
レースでは２連覇を果たしました。もちろん、その道のりは険しく、最
先端の材料、高性能な太陽電池、車体開発におけるチームワークなど多
くの要素を満たすことで優勝を勝ち取ることができました。
　現在は、本田技研工業株式会社に就職し、将来の目標であった自動車
の開発者に一歩近づくことができました。これからの自動車に求められ
る環境性能は一昔前よりも格段に厳しいものとなり、競争もさらに激し
くなってまいります。私が大学時代にレース活動で学んできた、省エネ・
環境技術を少しずつ量産車に適用していくことで、自動車の環境性能を
向上させたいと考えています。自分自身のアイデアが自動車に生かされ、
日本のみならず世界の道路を走る日を思い浮かべながら、これからの自
動車開発に取り組みたいと思います。

電気自動車 省 ネル

　ＮＰＯ法人あきた菜の花ネットワークの会
員になったことを契機に、ＢＤＦ製造・利用や
サスティナブルハウスの開発など多角的にプ
ロジェクトを推進する、長田建設株式会社の
長田陽一副社長（33歳）にお話を伺いました。

　平成20年に菜の花ネットワークの会員になり、せっかく建設業をやっ
ているのだから何かできないかと考え、先行事業者から技術供与を受け
て平成21年にプラントを建設しＢＤＦ製造を開始しました。地域の廃食
油を自主回収し、工事車両に使用することによりCO２削減を図っていま
す。平成25年には市のバイオマスタウン構想のモデル事業としてＢＤＦ
製造および資源利用委託を受けています。
　ＢＤＦ製造は、「環境・再生」をキーワードとしてCO２削減や地域支
援に取り組む「サスティナブルプロジェクト」の一環と位置づけています。
「サスティナブルプロジェクト」の一つとして、環境に優しい家づくりで
ある「サスティナブルハウス」を提案しています。「サスティナブルハウス」
は東日本大震災後につくったもので、外からのエネルギーに頼らないコ
ンセプト。ダクトエンジニアリング計算や構造計算をきちんと行い、安
全性と快適性を担保した上で、風車や太陽光発電、太陽熱の利用、雨水
タンクなどを備えた自己完結型の住宅です。ローテクで手直しのきく、
100年後も安心して生活できる家を目指しています。また、地元農家の
規格外品活用としてアップルパイの製造販売も手がけています。障がい
者の職業訓練という目的もあり、地域支援のため、事業が軌道に乗るよ
うにしていきたいと考えています。
　今後は、さらにＢＤＦへの転換を進め、近い将来にＢＤＦ利用率100
㌫の工事ができるように、サスティナブルハウスについては、建築部門
を充実させ、地元の技術力を全国をターゲットにして発信していきます。

左から田川和彦業務課長、長田陽一さん

再生可能エネルギーへの取り組み（鳥海高原「桃野」の菜の花畑）

ミニ 特集



　

西
目
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
７

月
11
日
、
西
目
小
学
校
に
一
堂
に

会
し
、〝
か
か
し
〞
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
西
目
土

地
改
良
区
・
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
西
目
幼
稚

園
・
西
目
小
学
校
・
西
目
中
学
校
・
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７
月
12
〜
13
日
、
岩
城
地
域
で

旧
亀
田
藩
二
万
石
と
し
て
栄
え
た

時
代
を
し
の
ば
せ
る
祭
り
「
旧
藩

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

36
回
目
と
な
る
今
回
は
、
大
仙

市
の
「
東
長
野
さ
さ
ら
」
や
、
地

西
目
高
校
の
園
児
と
生
徒
、
地
域

住
民
な
ど
約
６
０
０
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
10
人
ず
つ
60

の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

高
校
生
を
中
心
に
、
木
材
を
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
た
り
、
く
ぎ
を
打
っ

た
り
し
て
骨
組
み
を
組
み
立
て
、

60
体
の
〝
か
か
し
〞
を
制
作
。
持

ち
寄
っ
た
服
を
着

せ
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
〝
か
か

し
〞
を
次
々
と
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し

た
佐
藤
晴
さ
ん

（
西
目
中
１
年
）は

「
み
ん
な
で
協
力

し
楽
し
く
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。〝
か
か
し
〞

を
見
た
人
に
西
目

の
元
気
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
〝
か

か
し
〞
は
各
校
が

授
業
で
利
用
す
る

実
習
田
や
校
地
・

西
目
駅
前
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

元
岩
城
地
域
か
ら
の
「
亀
田
小

唄
」、「
道
川
百
姓
踊
り
」、
恒
例

の
「
亀
田
手
踊
り
」、「
亀
田
大
神

楽
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
都
市
の
福
島
県
い

わ
き
市
か
ら
は
、
い
わ
き
総
合
高

校
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
が
参
加
。

13
日
に
は
、
仁
賀

保
高
校
フ
ラ
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
と
の
競

演
も
実
現
し
、
会

場
を
沸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　

亀
田
手
踊
り
に

は
、
岩
城
小
学
校

が
開
校
し
た
こ
と

に
よ
り
松
ヶ
崎
、

道
川
各
地
区
の
児

童
も
初
め
て
参
加

し
、
85
人
が
亀
田

保
育
園
の
園
児
と

と
も
に
、
祭
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
亀
田
体

育
館
で
は
旧
藩
芸

術
文
化
交
流
展
が

同
時
開
催
さ
れ
、

多
く
の
作
品
が
観

客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

出
羽
中
グ
ラ
ン
ド
を
主
会
場
と

し
て
７
月
19
日
・
20
日
、
第
９
回

　

市
消
防
訓
練
大
会
が
７
月
13

日
、県
消
防
学
校
（
岩
城
内
道
川
）

で
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人
の
消

防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

部
門
に
各
支
団
の
大
会
で
一
位
と

な
っ
た
代
表
８
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ

車
操
法
部
門
に
２
チ
ー
ム
が
出

場
。

　

団
員
た
ち
は
、
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
見

せ
、
操
作
の
正
確
性
や
速
さ
を
競

　

７
月
５
日
、
本
荘
地
域
内
の
保

育
園
児
や
保
護
者
の
交
流
を
図
ろ

う
と
、
第
26
回
本
荘
地
区
保
育
園

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
本
荘

い
ま
し
た
。

順
位

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

１
位　

鳥
海
支
団
第
７
分
団

２
位　

東
由
利
支
団
第
３
分
団

３
位　

岩
城
支
団
第
５
分
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
】

１
位　

大
内
支
団
第
１
分
団

２
位　

鳥
海
支
団
第
１
分
団

地
区
保
育
園
連
絡
協
議
会
主
催
）

が
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

紙
コ
ッ
プ
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
作

コ
ー
ナ
ー
、
体
操
教
室
、
出
店
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
保
育
士
ら
に
よ

り
設
け
ら
れ
、
会
場
は
多
く
の
親

子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
園
児
に

よ
る
合
唱
、
保
育
士
に
よ
る
ダ

ン
ス
、「
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
」
の
テ
ー
マ
を
歌
う
渡

部
絢
也
さ
ん
に
よ
る
歌
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
、
芋
川
桜
づ
つ
み

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
そ
ば
の
水
田
で

南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
（
冨
樫
隆
夫
代
表
）
主
催
の
Ｍ

Ａ
Ｓ
ワ
ー
泥
カ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
親
子
連
れ
や
県
立
大
の
学
生

な
ど
約
50
人
が
水
田
の
中
で
の
泥

ん
こ
サ
ッ
カ
ー
や
、
綱
引
き
、
障

害
物
競
走
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者

た
ち
が
水
田
で
転
び
、
泥
だ
ら
け

に
な
る
た
び
に
観
客
か
ら
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
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受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
文
化
、芸
術
の
祭
典

旧
藩
祭
・
旧
藩
芸
術
文
化
交
流
展

各
支
団
の
代
表
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
う

市
消
防
訓
練
大
会

　

市
内
の
道
川
、本
荘
マ
リ
ー
ナ
、

西
目
の
各
海
水
浴
場
が
海
開
き
を

迎
え
た
７
月
19
日
、
本
荘
マ
リ
ー

ナ
海
水
浴
場
で
は
午
前
７
時
半
か

ら
市
内
の
小
中
学
生
な
ど
、
市
民

約
１
５
０
０
人
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
約
１
時
間
の

作
業
で
燃
え
る
ご
み
約
３
・
11
㌧
、

燃
え
な
い
ご
み
約

２
５
０
㌔
を
拾
い

集
め
、
砂
浜
は
見

違
え
る
よ
う
に
き

れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
神
事

が
行
わ
れ
、
関
係

者
ら
で
海
水
浴
期

間
中
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

市
内
各
海
水
浴
場
が
海
開
き

本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

燃集違が者

〝
か
か
し
〞
で
つ
な
ご
う
西
目
の
輪

西
目
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が〝
か
か
し
〞作
り

親
子
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
時
　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

由
利
本
荘
５
０
０
歳
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
17

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
往
年
の
名
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て

白
球
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
１
回
戦
か
ら
激
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
決
勝
戦
は
６
対

３
で
由
利
ク
ラ
ブ
が
本
荘
三
六
会

を
下
し
、
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

〈
大
会
表
彰
〉
敬
称
略

▽
最
優
秀
選
手　

阿
部
弘
行
（
由

利
ク
ラ
ブ
）　

▽
敢
闘
賞　

真
坂

武
美
（
本
荘
三
六
会
）　

▽
打
撃

賞　

畑
中
剛
（
由
利
ク
ラ
ブ
）　

由
利
本
荘
５
０
０
歳
野
球
大
会

由
利
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、
本
荘
三
六
会
準
Ｖ

□
市
長
部
局

▼
総
務
部

【
総
務
課
】

▽
副
参
事
（
石
沢
出
張
所
長
併
教

育
委
員
会
石
沢
公
民
館
長
）
嵯
峨

和
彦　

▽
石
沢
出
張
所
長
併
教
育

委
員
会
石
沢
公
民
館
長
（
教
育
委

員
会
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル

館
長
補
佐
）
村
井
本
勝

□
教
育
委
員
会

【
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
】

庁
務
員
（
建
設
部
建
設
管
理
課
運

転
技
師
）
佐
々
木
雅
人

市
職
員　

人
事
異
動

泥
ま
み
れ
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

「
Ｍ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
泥
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」



　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
看
護
師
（
産
休
代
替
）】

勤
務
内
容　

看
護
業
務

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

鳥
海
診
療
所

応
募
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看

　

護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

雇
用
期
間　

９
月
８
日
〜
平
成
27

　

年
２
月
28
日
（
更
新
あ
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
１
日
（金）
〜
15
日
（金）
ま
で
、

　

鳥
海
診
療
所　

☎
57―

２
０
０

　

３

　

市
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用

と
市
内
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
由
利
本
荘
市
空
き
家
情
報
登

録
制
度
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
空
き
家
の
売
却
ま

た
は
賃
貸
を
希
望
す
る
所
有
者
か

ら
情
報
提
供
を
受
け
、「
空
き
家

バ
ン
ク
」
に
登
録
し
た
物
件
を
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し

て
全
国
の
利
用
希
望
者
に
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

登
録
対
象
物
件　

所
有
者
が
売
却
、

　

賃
貸
を
希
望
す
る
空
き
家
物
件

　
（
営
業
を
目
的
と
す
る
も
の
、倒

　

壊
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
生
活

　

の
場
と
し
て
機
能
し
な
い
も
の

　

は
除
く
）

登
録
申
し
込
み
方
法　

市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
、
地
域
お
こ
し
課
、
各

　

総
合
支
所
振
興
課
に
備
え
付
け

　

の
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込

　

書
」
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
１

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら

「
か
し
わ
温
泉
」
の
管
理
代
行
を

行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
期
間　

９
月
19
日
（金）
ま
で

公
募
参
加
申
込
書
の
提
出　

９
月

　

１
日
（月）
ま
で

◎
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
文
化
振
興

　

課
観
光
施
設
班　

☎
24―

６
３

　

７
６

7 Yurihonjo city public Relations. 2014

市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

「
空
き
家
バ
ン
ク
」登
録
物
件
募
集

西
目
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

「
か
し
わ
温
泉
」指
定
管
理
者
を
募
集

　

車
体
課
税
の
あ
り
方
も
含
め
た
自
動
車
関
係

税
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
26

年
度
税
制
改
正
に
よ
る
軽
自
動
車
の
税
額
変
更

が
行
わ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
の
買
い
替
え
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
方
は
ご
一
読
い
た
だ
き
、
買

い
替
え
時
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
平
成
2727
年
度
か
ら

年
度
か
ら

　

軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

　

軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
度
か
ら

　

軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

☎
24―

６
３
０
３

　車検証の初度検査年月が、平成27年３月31日以前である車は「現行税額」
の通り、平成27年４月以後である車は「平成27年度４月１日以後」の税額の
通りになります。なお、平成28年４月１日以後の賦課期日（４月１日）現在、
初度検査年月から13年を経過している車は「13年超」の税額となります。

平成27年4月1日からの四輪以上および三輪の軽自動車の税額

平成27年4月1日からの原動機付自転車、小型特殊自動車および二輪車の税額
改正後の税額
2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
6,000円
3,600円
3,600円
3,600円

現行税額
1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
4,000円
2,400円
2,400円
2,400円

車　　種　　区　　分

車　種　区　分

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽自動車

２輪の小型自動車

市
ナ
ン
バ
ー

県
ナ
ン
バ
ー

県
ナ
ン
バ
ー

軽
自
動
車

排気量　50c.c.以下（白ナンバー）
　　　　50～90c.c.以下（黄ナンバー）
　　　　90～125c.c.以下（桃ナンバー）
ミニカー（水色ナンバー）　　　　
小型特殊（農作業用）
小型特殊（その他）

２輪車
専ら雪上を走行するもの
被けん引車

３輪車
４輪乗用（営業用）
４輪乗用（自家用）
４輪貨物用（営業用）
４輪貨物用（自家用）

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

現行税額 改正後の税額
平成27年3月31日以前 平成27年4月1日以後 13年超

参考・「4輪乗用（自家用）車の税額」図解

　

県
小
学
生
柔
道
選
手
権
大
会
が
６
月
29

日
に
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
、
小
友
唯
心

塾
・
錬
心
館
工
藤
道
場
の
選
手
ら
が
各
階

級
で
優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
４
選
手

と
市
柔
道
連
盟
会
長
の
工
藤
兼
雄
さ
ん
が

７
月
７
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
長
谷
部
市

長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
８
月
17
日
に
盛
岡
市
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
全
国
小
学
生
学
年

別
柔
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
（
敬
称
略
）

▽
６
年
男
子
50
㌔
級　

板
本
優
大
（
唯
心

塾
）　

▽
６
年
女
子
45
㌔
超
級　

大
場
万

弥
（
唯
心
塾
）　

▽
５
年
女
子
40
㌔
級　

中
村
彩
花
（
錬
心
館
）　

▽
５
年
女
子
40

㌔
超
級　

冨
樫
明
音
（
唯
心
塾
）　

　

県
中
学
総
体
の
優
勝
者
ら
が

７
月
24
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

長
谷
部
市
長
に
優
勝
を
報
告
し

ま
し
た
。
長
谷
部
市
長
は
「
県

代
表
と
し
て
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
全
国
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
選
手
ら
は
上
位

大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し

た
。

全
国
大
会
出
場
（
敬
称
略
）

■
卓
球　

▽
男
子
個
人　

佐
藤

汰
一
（
鳥
海
）　

眞
坂
樹
（
本

荘
南
）

東
北
大
会
出
場
（
敬
称
略
）

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

本
荘

北
中　

本
荘
東
中　
　
　
　
　

■
柔
道　

▽
男
子
個
人
50
㌔
級

山
谷
洸
芽
（
本
荘
南
）　

▽
男

子
個
人
90
㌔
級　

齋
藤
蘭
丸

（
本
荘
北
）　

■
剣
道　

▽
女
子

個
人　

鈴
木
し
い
な（
本
荘
南
）

■
水
泳　

▽
男
子
４
０
０
㍍
メ

ド
レ
ー
Ｒ
・
男
子
４
０
０
㍍
フ

リ
ー
Ｒ　

本
荘
北
中　

▽
男
子

１
０
０
㍍
背
泳
ぎ　

浦
山
礼
央

（
本
荘
北
）　

高
橋
洋
孝（
西
目
）

▽
男
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ　

浦

山
礼
央
（
本
荘
北
）　

▽
男
子

２
０
０
㍍
個
人
Ｍ　

大
川
伶

（
本
荘
北
）　

▽
女
子
50
㍍
フ

リ
ー
・
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

小
畑
茉
凜
（
本
荘
東
）　

■
卓

球　

▽
女
子
団
体　

矢
島
中　

▽
男
子
個
人　

佐
藤
健
司
（
鳥

海
）　

柴
田
泰
史
（
本
荘
南
）

▽
女
子
個
人　

梶
原
茉
鈴
（
鳥

海
）　

相
庭
瑞
希
（
矢
島
）　

金

子
那
穂
（
同
）　

■
バ
ド
ミ
ン

ト
ン　

▽
女
子
団
体　

岩
城
中

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

佐
藤
龍

聖
・
佐
藤
友
哉
（
岩
城
中
）　

伊
藤
尚
輝
・
佐
々
木
玲
（
同
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

小
林
朋

美
・
今
野
晴
恵
（
同
）　

▽
女

子
シ
ン
グ
ル
ス　

渡
部
愛
実

（
同
）　

佐
々
木
ひ
な
の（
西
目
）

■
陸
上　

▽
男
子
２
年
１
０
０

㍍　

佐
々
木
琉
人
（
西
目
）

　

県
少
年
少
女
陸
上
競
技
大
会
が

秋
田
市
で
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
新

山
小
学
校
陸
上
部
が
男
子
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
で
優
勝
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
選
手
ら
が
市
役
所

を
訪
れ
、
石
川
副
市
長
に
優
勝
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
８
月
22
日
・
23
日

に
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
臨
み
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
（
敬
称
略
）

▽
男
子
４
０
０
㍍
Ｒ　

渡
部
駿
也

（
６
年
）　

牧
野
駿
太
郎
（
同
）　

村
井
佑
匡
（
同
）　

鈴
木
翔
（
同
）

長
谷
部
向
日
葵
（
同
）
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小
友
唯
心
塾
・
錬
心
館
工
藤
道
場
の

４
選
手
が
優
勝 

県
小
学
生
柔
道
選
手
権
大
会

　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流

大
会
東
北
Ⅰ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
岩
泉
球
場
（
岩
手
県
岩
泉
町
）
で

７
月
12
日
・
13
日
に
行
わ
れ
、
矢
島
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
団
員
ら
は
７
月
23
日
に
市
役
所
を
訪

れ
、
長
谷
部
市
長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し

た
。
佐
藤
哲
矢
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
支
え
て

く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
一
戦
必
勝
で

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
８
月
８
日
か
ら
北
海
道
で
行

わ
れ
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球

交
流
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

矢
島
野
球
ス
ポ
小
　
東
北
を
制
す

中
学
総
体
　
優
勝
報
告
会
開
催

さらなる活躍に期待！

前列左から渡部駿也君、牧野駿太郎君、村井佑匡君、鈴木翔君、長谷部向日葵君

左から板本優大君、冨樫明音さん、中村彩花さん、大場万弥さん全国大会も頑張れ

新
山
小
陸
上
部
が

全
国
大
会
へ

！



　　

市
で
は
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
施
策

を
展
開
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る

「
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
市
民
の
ご
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
策
定
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

３
人

応
募
方
法　

長
寿
支
援
課
、
各
総

　

合
支
所
市
民
福
祉
課
備
え
付
け

　

の
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

８
月
15

　

日
（金）
ま
で
、
長
寿
支
援
課　

☎

　

24―

６
３
２
２

　

羽
後
交
通
路
線
バ
ス
の
土
曜
日

ダ
イ
ヤ
の
一
部
に
つ
い
て
、
８
月

２
日
よ
り
減
便
し
ま
す
。
な
お
、

平
日
お
よ
び
日
曜
、
祝
日
の
便
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
、
羽
後
交
通
㈱
本
荘
営
業

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
減
便
さ
れ
る
路
線
】

　

市
内
線
・
松
ヶ
崎
線
・
赤
田
線
・

黒
渕
線
・
本
荘
伏
見
線

問
い
合
わ
せ
先　

羽
後
交
通
㈱
本

　

荘
営
業
所　

☎
24―

２
４
４
０

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
「
県
水
源

森
林
地
域
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
、
10
月
か
ら
水

源
地
域
の
森
林
の
売
買
を
行
う
場

合
に
は
、
売
買
の
30
日
前
ま
で
、

県
に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

届
け
出
の
対
象
と
な
る
の
は
、

水
源
森
林
地
域
に
指
定
さ
れ
た
森

林
で
、
地
域
の
指
定
は
９
月
末
ま

で
に
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
山
漁
村
振
興

　

課　

☎
24―

６
３
５
７

　

県
で
は
、
県
内
へ
就
職
を
希
望

す
る
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。Ａ

タ
ー
ン
の
ご
相
談
は
、
県
内
各
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、Ａ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
県
ふ
る

さ
と
定
住
機
構
〜
秋
田
県
で
の
就

職
・
定
住
の
総
合
支
援
情
報
〜
」、

「
県
雇
用
労
働
政
策
課
〜
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・Ｊ
タ
ー
ン
、
秋

田
は
オ
ー
ル
タ
ー
ン
で
Ａ
タ
ー
ン

〜
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘　

☎
22―

３
４
２
１
、
県

　

雇
用
労
働
政
策
課　

☎
０
１
８

　

―

８
６
０―

２
３
３
６

　

東
北
電
力
の
検
針
員
に
よ
る
電

気
メ
ー
タ
ー
の
検
針
の
際
に
、
犬

に
か
ま
れ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
小
屋
の
位
置
や
首
輪
、
鎖

な
ど
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
電
力
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０―

　

１
７
５―

４
６
６
（
平
日
の
９

　

時
〜
20
時
）

　

市
全
域
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
、
地
域
で

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
日
時

　

８
月
６
日
（水）
（
広
島
原
爆
忌
）

　

８
時
15
分
／
９
日
（土）
（
長
崎
原

　

爆
忌
）
11
時
２
分
／
15
日
（金）

　
（
終
戦
記
念
日
）
正
午

※

吹
鳴
は
い
ず
れ
も
１
分
間

日
時　

９
月
６
日
（土）　

７
時
半
〜

会
場　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
鶴

　

舞
球
場

対
象　

同
一
町
内
に
在
住
し
て
い

　

る
方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

　
（
１
町
内
１
チ
ー
ム
）

参
加
料　

５
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
18
日
（月）
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４

　

平
成
26
年
度
後
期
（
10
月
〜
平

成
27
年
３
月
）
の
科
目
等
履
修
生

（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可
能
）

と
聴
講
生
（
授
業
の
聴
講
可
・
単

位
取
得
は
不
可
）を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

８
月
22
日
（金）　

費
用　

①
入
学
検
定
料
＝
９
８
０

　

０
円
、②
入
学
料
＝
２
万
８
２

　

０
０
円
、③
１
単
位
当
た
り
授

　

業
料
＝
科
目
等
履
修
生
１
万
４

　

８
０
０
円
・
聴
講
生
７
４
０
０

　

円
◎
以
前
に
科
目
等
履
修
生
、
聴
講

　

生
で
あ
っ
た
方
は
①
②
が
免
除

　

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス　

　

☎
27―

２
０
０
０

【
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
】

日
時　

９
月
21
日
（日）　

９
時
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所
、
岩
谷
珠

　

算
教
室 

申
込
期
限　

８
月
15
日
（金）　

【
２
級
販
売
士
検
定
試
験
】

日
時　

10
月
１
日
（水）　

９
時
半
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所

申
込
期
間　

８
月
15
日
（金）
〜
９
月

　

８
日
（月）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所　

☎
23―

８
６

　

８
６

貸
与
金
額　
【
大
学
月
額
奨
学
金
】

　

貸
与
月
額
５
万
円
（
貸
与
期
間

　

は
在
学
す
る
大
学
〈
短
大
〉
の

　

正
規
の
最
短
修
業
年
限
）【
入

　

学
一
時
金
】
大
学　

50
万
円
・

　

70
万
円
・
百
万
円
の
い
ず
れ
か
、

　

専
修
学
校
30
万
円
（
来
年
１
〜

　

３
月
に
貸
与
）

◎
応
募
資
格
や
提
出
書
類
、
返
還

　

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
１
日
（金）
〜
20
日
（水）
ま
で
、

　

秋
田
県
育
英
会　

☎
０
１
８―

　

８
６
７―

２
３
１
１

　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
に
到
着
・
出

発
の
お
客
さ
ん
を
お
出
迎
え
・
お

見
送
り
す
る「
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
掲
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

掲
出
場
所　

羽
後
本
荘
駅
跨
線
橋

掲
出
料　

無
料

掲
出
寸
法　

ポ
ス
タ
ー
サ
イ
ズ

◎
掲
出
は
希
望
日
の
１
日
限
り
。

　

掲
出
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅　

☎
22―

０

　

２
２
１

　

９
月
28
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
の
選
考
会

に
参
加
す
る
選
手
を
募
集
し
ま

す
。
好
成
績
を
収
め
、
市
の
代
表

と
し
て
駅
伝
大
会
に
出
場
し
ま
せ

ん
か
。

日
時　

８
月
９
日
（土）　

16
時
〜

会
場　

水
林
陸
上
競
技
場

参
加
資
格　

本
市
在
住
・
勤
務
し

　

て
い
る
方
、
本
市
出
身
の
方

出
場
枠　

一
般
男
女
（
社
会
人
、

　

大
学
生
な
ど
）・
壮
年
（
大
会

　

当
日
40
歳
以
上
で
男
女
不
問
）

　

の
各
部
選
手
１
人
、
補
欠
１
人

　

の
計
２
人

選
考
基
準　

男
子
５
㌔
、
女
子
３

　

㌔
の
タ
イ
ム

◎
陸
上
競
技
協
会
推
薦
者
も
出
場

　

し
ま
す
。

◎
に
か
ほ
市
の
選
手
選
考
会
も
合

　

同
で
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
７
日
（木）
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４

日
時　

８
月
19
日
（火）　

10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

　

上
の
方

年
会
費　

３
千
円

持
ち
物　

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
、

　

羽
後
信
用
金
庫
の
い
ず
れ
か
の

　

通
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

☎
24―

５
１
１
１

応
募
期
間　

８
月
１
日
（金）
〜
９
月

　

30
日
（火）　

撮
影
規
定　

倉
田
窯
工
房
地
内
で

　

応
募
期
間
中
に
撮
影
さ
れ
た
ハ

　

ス
花
関
係
の
写
真

写
真
サ
イ
ズ　

Ａ
４
サ
イ
ズ

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

道
の
駅

　

に
し
め　

☎
33―

４
２
６
０

日
時　

８
月
17
日
（日）　

13
時
〜
15

　

時
会
場　

子
吉
川
（
ア
ク
ア
パ
ル
集

　

合
）

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
（
小
学

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

17
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
着
替
え

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
15
日
（金）
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　

９
月
14
日
（日）　

10
時
〜　

　
（
開
会
式
９
時
〜
）

会
場　

道
の
駅
に
し
め

種
目　

小
学
生
以
下
＝
３
㌔
、
中

　

学
生
＝
３
㌔
・
５
㌔
、
高
校
生

　

以
上
＝
３
㌔
・
５
㌔
・
８
㌔

参
加
料　

高
校
生
以
上
２
千
円
、

　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

◎
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
25
日
（月）
ま
で
、
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
シ
ー
ガ
ル
内
）　

　

☎
33―

２
３
１
５
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暮らしのお知らせ

第
51
回
由
利
本
荘
市

３
０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

羽
後
本
荘
駅

「
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
募
集

県
立
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

「
科
目
等
履
修
生・聴
講
生
」募
集

「
市
商
工
会
」
各
種
試
験
募
集

秋
田
県
育
英
会
「
大
学
月
額
奨

学
金
」、「
大
学
・
専
修
学
校
入

学
一
時
金
」
奨
学
生
募
集

「
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

選
手
選
考
会
」
参
加
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
会
員
」登
録
説
明
会

「
カ
ヌ
ー
教
室
」
参
加
者
募
集

「
２
０
１
４
・
第
１
回
ハ
ス
花

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

第
30
回
記
念

西
目
健
康
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

「
羽
後
交
通
路
線
バ
ス
」

一
部
減
便
し
ま
す

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に

あ
な
た
の
ご
意
見
を

水
源
森
林
の
売
買
の
事
前
届
出

制
度
が
始
ま
り
ま
す

８
月
は

「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
促
進
月
間
」で
す

恒
久
平
和
を
祈
り
、

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

東
北
電
力
か
ら
検
針
時
の
お
願
い

休診日　８月13日（水）～15日（金）
◎休診期間中にお手持ちの薬が不足しないよ
　う十分ご注意ください。
◎休診期間中でも、急患などの場合はご連絡く
　ださい。
問い合わせ先　鳥海診療所　☎５７―２００３

鳥海・直根・笹子診療所から
　　　　　　  休診のお知らせ

　先月、本市において住宅火災が発生し２人が犠牲に
なりました。火災を防ぐため、火の取り扱いや身の回り
には十分注意しましょう。
【日常の火災予防について】
○寝たばこをしない。
○ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
○家の周囲に燃えやすいものを置かない。
○タコ足配線をしない。
◎お年寄りや身体の不自由な方を守るためにも隣近所
　で協力体制を作り、地域で火災を予防しましょう。
【住宅用火災警報器を設置しましょう】
　住宅用火災警報器は寝室のほか、寝室が２階にある
場合は階段の上などにも設置が義務づけられていま
す。まだ設置していないお宅はすぐに設置してくださ
い。
Ｑ.なぜ寝室に設置しなければならないの？
Ａ.住宅火災による死者の大半が就寝中で、死因別で
　 は一酸化炭素中毒が最も多くなっています。
　このことから、寝ている方に火災をいち早く知らせ、
煙に巻かれる前に避難させることを目的としているか
らです。
問い合わせ先　
　消防本部予防課
　☎２２－４２８２
　本荘消防署　
　☎２２－００１１
　矢島消防署
　☎５５－２１１１

火災による死亡事故が発生しました火災による死亡事故が発生しました火災による死亡事故が発生しました火災による死亡事故が発生しました火災による死亡事故が発生しました



　

８
月
６
日
の
深
夜
と
７
日
の
未

明
に「
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
ツ
ア
ー
」

に
伴
う
臨
時
列
車
運
行
の
た
め
、

鳥
海
山
ろ
く
線
が
走
行
し
ま
す
。

沿
線
の
皆
さ
ん
に
は
列
車
走
行

音
、
踏
切
警
報
音
で
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
深
夜
に
走
行
す
る
日
時
】

８
月
６
日
（水）　

22
時
〜
22
時
38
分

８
月
７
日
（木）　

２
時
40
分
〜
３
時

　

19
分

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道

　

（株）　

☎
56―

２
７
３
６

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

８
月
７
日
（木）
・
21
日
（木）　

　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　

８
月
24
日
（日）　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

市
役
所
附
属
会
館　

２
階

　

１
号
室

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談（
要
予
約
）

日
時　

８
月
７
日
（木）　

９
時
半
〜

　

正
午

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

内
容　

遺
言
・
相
続
・
金
銭
・
土

　

地
建
物
の
賃
貸
な
ど
に
つ
い
て

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

８
月
６
日
（水）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

日
時　

８
月
27 
日
（水）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１

日
時　

８
月
20
日
（水）
・
９
月
17
日

　

（水）
・
10
月
15
日
（水）　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、

　

過
払
い
、
成
年
後
見
な
ど　

※

要
予
約
・
各
日
先
着
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
開
催
日
の
前
週
金
曜
日
正
午

　

ま
で
、
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
１
８

　

７

日
時　

８
月
24
日
（日）　

13
時
半
〜

　

16
時

会
場　

本
荘
第
一
病
院　

８
階
ホ

　

ー
ル

内
容　

講
演
会
「
引
き
こ
も
り
支

　

援
に
学
ぶ
」
元
本
荘
南
中
学
校

　

校
長　

井
上
利
昭
氏
、
個
別
相

　

談
参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

岩
谷
小
学
校　

　

小
島
さ
ん　

☎
65―

２
２
２
０

　
　
　
　

 

日
時　

８
月
15
日
（金）　

15
時
50
分

　

〜
20
時
（
雨
天
時
８
月
16
日
（土）

　

に
順
延
）

会
場　

商
工
会
西
目
支
所
前

内
容　

２
代
目
住
み
ま
す
芸
人

　
「
ち
ぇ
す
」
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

　

は
ま
な
す
太
鼓
、
西
目
高
校
吹

　

奏
楽
部
演
奏
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

　

由
利
高
校
民
謡
部
Ｏ
Ｇ
演
奏
、

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、西
目
よ
さ
こ
い
、

　

か
き
氷
早
食
い
大
会
な
ど
の
ス

　

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
西
目
特
産

　

品
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
、
縁

　

日
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

西
目
夏
祭
り
実

　

行
委
員
会　

☎
33―

２
０
２
３

　

市
で
は
、
定
住
す
る
意
思
を

持
っ
て
市
内
に
住
宅
を
取
得
し
、

市
外
か
ら
転
入
し
た
方
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
金
額　

50
万
円

◎
要
件
や
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地
域
お

　

こ
し
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
１

　

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、

秋
に
黄
色
い
花
を
つ
け
る
北
米
原

産
の
外
来
植
物
で
、
種
子
と
地
下

茎
の
両
方
で
増
え
る
強
い
繁
殖
力

を
持
ち
ま
す
。
加
え
て
、
根
と
地

下
茎
か
ら
は
他
の
植
物
の
成
長
を

妨
げ
る
物
質
を
分
泌
す
る
な
ど
、

在
来
植
物
と
の
競
合
や
駆
逐
の
恐

れ
が
大
き
い
と
し
て
、
環
境
省
が

要
注
意
外
来
生
物
リ
ス
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

所
有
地
に
繁
茂
す
る
場
合
は
花

が
咲
く
前
に
駆
除
を
し
、
観
賞
目

的
で
も
そ
の
特
性
を
理
解
の
う
え

適
切
な
取
り
扱
い
を
す
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

　

☎
24―

６
２
５
３

　

国
で
は
、
整
備
済
み
農
地
の
高

度
利
用
を
迅
速
・
安
価
に
推
進
す

る
定
額
助
成
事
業
を
全
国
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
27
年
度
（
最
終
年

度
）
の
実
施
要
望
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

定
額
助
成
事
業
の
内
容

【
区
画
拡
大
】

内
容　

畦
畔
の
除
去
、
均
平
作
業

　

な
ど
に
よ
る
農
地
区
画
の
拡
大

助
成
額　

10
万
円
／
10
㌃

【
暗
き
ょ
排
水
】

内
容　

標
準
的
な
暗
き
ょ
排
水　

　
（
本
暗
き
ょ
間
隔
10
㍍
以
下
）

助
成
額　

15
万
円
／
10
㌃

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
20
日
（水）
ま
で
、
農
山
漁
村

　

振
興
課　

☎
24―

６
３
５
５
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

〇
個
人
事
業
税
（
１
期
）
の
納
期

　

限
は
９
月
１
日
で
す

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

し
て
い
る
方
は
、
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い

　

金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
省

け
、
安
全
・
確
実
で
す
。

　

県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労

働
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
な
ど

に
預
金
口
座
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。秋
田
銀
行
・

北
都
銀
行
は
、
県
外
の
支
店
で
も

可
能
で
す
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
す
る
と
、
平
成
26
年
度

２
期
分
か
ら
個
人
事
業
税
の
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
総
合
県
税
事

　

務
所　

納
税
部
収
納
管
理
課　

　

☎
０
１
８―

８
６
０―

３
３
３

　

１
、
由
利
支
所　

☎
23―

４
１

　

０
５

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
８
月
中

に
順
次
、
新
し
い
秋
田
県
版
の
電

話
帳
を
各
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
、
お
届
け
の
際
に
回
収
し
ま

す
の
で
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

セ
ン
タ　

☎
０
１
２
０―

５
０

　

６
３
０
９
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暮らしのお知らせ

「
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

「
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」の

要
望
を
受
け
付
け
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳
を

発
行
し
ま
す

　ドライバーも歩行者も交通マナーを守り、ゆとりをもって相
手を思いやりながら行動しましょう。
　８月はお酒を飲む機会が多くなる時期です。「飲んだら乗ら
ない、乗らせない」を心掛け、お酒を飲んだ人も飲ませた人も
注意しあい、飲酒運転を追放しましょう。
　また、日照時間が長いからと油断せず、早めのライト点灯と
安全運転を心掛けましょう。

8月1日～10日に「夏の交通安全運動」を実施します
８月は「飲酒運転追放県民運動強調月間」

セイタカアワダチソウ

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

由
利
高
原
鉄
道
か
ら
お
知
ら
せ

市
の
各
種
無
料
相
談

　「燃えるごみ」の量を減らすため、古着の回収を実施します。回
収した古着は国外で再利用されます。市民の皆さんのご協力をお
願いします。
　　　　　　　　回収日　　　　　　回収場所
本 荘 地 域　10月19日（日）　市役所正面玄関
矢 島 地 域　 9月21日（日）　矢島総合支所敷地内車庫
岩 城 地 域　10月26日（日）　岩城総合支所敷地内車庫
由 利 地 域　 9月28日（日）　由利福祉保健センター前
大 内 地 域　11月 9日（日）　大内総合支所敷地内車庫
東由利地域　 9月14日（日）　旧東由利町役場敷地内車庫
西 目 地 域　10月 5日（日）　西目総合支所バス車庫
　　　　　　　　　　　　　　（消防西目分署隣）
鳥 海 地 域　 9月 7日（日）　鳥海総合支所敷地内車庫
回収時間　9時～ 15時
回収品目　衣類、下着、靴下（左右揃っているもの）
○中身が確認できる透明な袋に入れて口を結んでご持参ください。
○再利用されますので洗濯済みのものに限ります。
○破れや汚れ、濡れているものは回収できません。
問い合わせ先　生活環境課　☎２４－６２５３

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
会

羊
の
会「
不
登
校
を
考
え
る
集
い
」

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
６
回
西
目
夏
祭
り

　児童扶養手当、特別児童扶養手当の受給資格者は毎年現
況届を提出しなければなりません。現況届の対象者には通知
が届きますので期間内に必ず手続きをしてください。提出がな
いと８月分以降の手当が支給されませんのでご注意ください。
【児童扶養手当】
　離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童
を養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立の
促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給
される手当です。
手当額（４月１日現在）
　児童１人目の場合　月額４１,０２０円～９,６８０円
　　　　　　　　　　（所得に応じた額）
　児童２人目の場合　月額　５,０００円加算
　児童３人目以降１人につき　月額　３,０００円加算
◎受給者または同居している扶養義務者の所得が一定額以上
　ある場合、受給者または児童が公的年金を受けられる場合、
　児童が施設に入所している場合などは支給されません。
【特別児童扶養手当】
　身体または精神に障がいのある児童（20歳未満）を監護す
る父もしくは母、または父母に代わってその児童を養育してい
る方に支給される手当です。
手当額（４月１日現在）
　障がい等級が１級の場合　児童１人につき
　　　　　　　　　　　　　　　　月額　４９,９００円
　障がい等級が２級の場合　児童１人につき
　　　　　　　　　　　　　　　　月額　３３,２３０円
◎受給者または同居している扶養義務者の所得が一定額以上
　ある場合、児童が公的年金を受けられる場合、児童が施設
　に入所している場合などは支給されません。
＜注意点＞
　手当を受給するためには満たさなければならない要件があ
ります。また、受給資格を喪失した場合には、直ちに届け出
が必要です。届け出が遅れると、さかのぼって手当を返還し
ていただくことになります。
＜現況届提出・問い合わせ先＞
　児童扶養手当　　　
　　子育て支援課児童支援班　☎２４－６３１９
　　各総合支所市民福祉課
　特別児童扶養手当　
　　福祉支援課福祉班　☎２４－６３１４
　　各総合支所市民福祉課

８月から現況届の受け付けが始まります
児童扶養手当・特別児童扶養手当

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。



期
間　

８
月
１
日
（金）
〜
９
月
７
日

　

（日）　

９
時
〜
16
時

◎
会
場
を
他
団
体
な
ど
が
使
用
の

　

場
合
は
休
み
。

会
場　

道
の
駅「
清
水
の
里
・
鳥
海

　

郷
」農
産
加
工
施
設
内
研
修
室

入
場
料　

無
料

展
示
内
容　

子
吉
川
清
流
の
写
真
、

　

昭
和
時
代
の
写
真
集
な
ど
（
鳥

　

海
町
写
真
同
好
会
、
子
吉
川
源

　

流
〈
笹
子
川
〉
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　

共
催
）

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
町
写
真
同

　

好
会　

鈴
木
会
長　

☎
59―

２

　

８
７
４

日
時　

８
月
17
日
（日）　

９
時
半
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ

ゲ
ス
ト　

浅
野
沙
樹
（
第
30
回
優

　

勝
）、
和
賀
由
里
子
（
第
９
回

　

優
勝
）、
鷲
谷
り
つ
子
（
昭
和

　

57
年
度
日
本
民
謡
全
国
大
会
内

　

閣
総
理
大
臣
賞
）

内
容　

大
賞
の
部
・
高
年
の
部
・

　

年
少
の
部

入
場
料　

無
料
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
５

　

０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
本
所

　

☎
23―

８
６
８
６

　

実
験
や
工
作
を
し
て
、
科
学
の

魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

日
時　

８
月
10
日
（日）　

午
前
の
部

　

＝
９
時
〜
11
時
半
、
午
後
の
部

　

＝
13
時
〜
15
時
半

会
場　

由
利
工
業
高
等
学
校

対
象　

科
学
に
興
味
の
あ
る
小
・

　

中
学
生
な
ど
ど
な
た
で
も
（
小

　

学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

上
履
き
、
作
品
を
入
れ

　

る
袋
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
９
日
（土）
ま
で
、
科
学
す
る

　

心
を
育
む
会　

伊
藤
さ
ん　

☎

　

０
９
０―

３
１
２
７―

３
５
９

　

２

　

漁
船
体
験
乗
船
・
超
神
ネ
イ

ガ
ー
シ
ョ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
地
元
旨
い
も
の
テ
ン
ト
村
の

ほ
か
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽

選
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
の
楽
し
い
お
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
23
日
（土）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

道
の
駅
「
岩
城
」

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会　

　
（
岩
城
総
合
支
所
産
業
課
内
）　

　

☎
73―

２
０
１
４

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

出
店
料　

１
区
画　

千
円
（
最
大

　

40
区
画
、
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
岩
城
支
所　

☎
73―

　

２
１
４
６

　

完
走
者
に
は
抽
選
で
旅
行
券
や

自
転
車
な
ど
豪
華
賞
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
（土）　

18
時
〜　

　
（
受
け
付
け
19
時
ま
で
）

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト　

３
８
０
０
円

　
（
当
日
４
５
０
０
円
）

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

商
工
会
館

問
い
合
わ
せ
先　

市
社
交
飲
食
同

　

業
組
合　

☎
０
９
０―

１
０
６

　

８―

８
３
８
４

日
時　

８
月
４
日
（月）　

10
時
〜
11

　

時
半
（
参
加
無
料
）

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

作
っ
て
み
よ
う
「
ス
ラ
イ

　

ム
粘
土
」、
す
く
っ
て
「
ア
ヒ

　

ル
ち
ゃ
ん
」、
作
っ
て
遊
ぼ
う

　
「
水
ヨ
ー
ヨ
ー
」

対
象　

子
ど
も
た
ち

定
員　

約
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

本
荘
中
央
児
童
館
は
次
の
日
程

で
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

８
月
13
日
（水）
〜
15
日
（金）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
中
央
児
童
館　

☎
22―

３

　

４
８
９

　

大
正
・
昭
和
に
使
用
さ
れ
た
蓄

音
機
・
電
話
・
レ
コ
ー
ド
な
ど
を

展
示
す
る
ほ
か
、
昭
和
天
皇
の
玉

音
放
送
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入

場
行
進
の
一
部
を
テ
ー
プ
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

40
年
代
頃
ま
で
火
災
発
生
を
知
ら

せ
る
た
め
に
使
っ
た
半
鐘
を
打
つ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

期
間　

８
月
２
日
（土）
〜
10
月
19
日

　

（日）　

９
時
〜
16
時　
（
月
曜
休

　

館
、
た
だ
し
月
曜
が
祝
日
の
場

　

合
は
火
曜
）

入
場
料　

大
人
１
０
０
円
、
学
生

　

以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郷
土
資
料

　

館　

☎
24―

３
５
７
０

　

鶏
の
冷
製
、
し
ら
た
き
の
味
噌

炒
め
、
レ
ン
ジ
Ｄ
Ｅ
プ
リ
ン
を
作

り
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
（土）　

９
時
半
〜

　

12
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

調
理
創
作
室

対
象　

男
性

定
員　

12
人 （
先
着
順
） 

材
料
費　

５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館　

☎
22―

０
９
０

　

０
【
内
容
・
定
員
・
日
程
】

第
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準

備
講
習　

定
員
20
人　

９
月
16
日

　

（火）
〜
19
日
（金）　

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験

準
備
講
習　

定
員
10
人　

９
月
18

　

日
（木）
・
19
日
（金）　

エ
ク
セ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作
成
講
習

　

定
員
10
人　

９
月
24
日
（水）
・
25

　

日
（木）　

時
間　

９
時
〜
16
時

会
場　

大
曲
技
術
専
門
校

受
講
資
格　

現
在
お
勤
め
し
て
い

　

る
方
（
受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト

　

代
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
曲
技
術
専
門
校　

☎
０
１
８

　

７―

６
２―

６
３
２
１

　

同
じ
思
い
の
仲
間
と
お
茶
を
飲

ん
だ
り
、
お
話
を
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
19
日
（火）　

10
時
半
〜

　

15
時

会
場　

鶴
舞
会
館　

１
階
和
室

対
象　

こ
こ
ろ
の
問
題
を
か
か
え

　

て
い
る
方　

問
い
合
わ
せ
先　

精
神
福
祉
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
」

　

事
務
局　

☎
０
９
０―

４
０
４

　

９―

３
１
８
１

　

２
㌶
の
花
畑
に
ひ
ま
わ
り
が
咲

き
誇
り
ま
す
。
期
間
中
は
「
ひ
ま

わ
り
迷
路
」「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ク

イ
ズ
」な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

最
終
日
に
は
「
ひ
ま
わ
り
畑
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」「
お
楽
し
み
抽
選

会
」「
ひ
ま
わ
り
無
料
摘
み
取
り
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

期
間　

８
月
14
日
（木）
ま
で
（
最
終

　

日
に
開
催
さ
れ
る
お
楽
し
み
抽

　

選
会
は
10
時
半
〜
14
時
）

会
場　

道
の
駅
に
し
め
隣　

ひ
ま

　

わ
り
畑

問
い
合
わ
せ
先　

道
の
駅
に
し
め

　

☎
33―

４
２
６
０
、
西
目
総
合

　

支
所
産
業
課　

☎
33―

４
６
１

　

５

日
時　

８
月
24
日
（日）　

14
時
10
分

　

〜
14
時
50
分

会
場　

日
新
館

受
験
料　

初
級
＝
千
円
、
中
級
＝

　

１
５
０
０
円
、
上
級
＝
２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
20
日
（水）
ま
で
、
由
利
高
原

　

鉄
道　

☎
56―

２
７
３
６

日
時　

８
月
３
日
（日）　

13
時
半
〜

　
（
正
午
〜
受
け
付
け
）

会
場　

西
目
海
水
浴
場

ク
ラ
ス　

個
人
戦
、
団
体
戦
（
４

　

人
１
組
）

参
加
料　

無
料

◎
小
雨
決
行
、
遊
泳
禁
止
の
場
合

　

は
順
延
し
ま
す
。

◎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム「
ビ
ー

　

サ
ン
飛
ば
し
対
抗
戦
」
な
ど
も

　

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

西
目
総
合
支
所

　

産
業
課　

☎
33―

４
６
１
５
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暮らしのお知らせ

本
荘
中
央
児
童
館

「
夏
休
み
・
あ
そ
び
の
屋
台
」

本
荘
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
懐
か
し
の
音
と
機
器
展
」

お
と
こ
の
料
理
教
室（
秋
編
）

〜
生
活
習
慣
病
予
防
レ
シ
ピ
に
挑
戦
〜

日時　8月3日（日）　正午～
会場　水林グリーンスタジアム
◎来場者全員に東北グリーンタオルをプレ
　ゼントします。
◎詳しくは本紙 7月1日号をご覧ください。
【始球式】
　市観光大使で女優・モデルの加藤夏希さ
んが始球式を行います。
【臨時駐車場を開放します】
場所　由利地域振興局、　
　本荘総合地方卸売市場、
　ゆり養護学校、由利本
　荘看護学校
※振興局と市場は10時～
　シャトルバス運行
問い合わせ先
　スポーツ課
　☎３２－１３３４

「東北楽天「東北楽天 vsvs 千葉ロッテ」

プロ野球
イースタンリーグ公式戦 8月3日開催！

「東北楽天 vs 千葉ロッテ」

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

第
７
回　

子
吉
川
写
真
展

第
31
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

岩
城
ふ
れ
あ
い
港
ま
つ
り

第
24
回
科
学
の
ひ
ろ
ば

「
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
３
回
由
利
高
原
鉄
道
検
定
試
験

第
７
回
西
目
海
水
浴
場
綱
引
き
大
会

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
開
催

第
11
回
由
利
本
荘
ド
リ
ン
ク

テ
ー
リ
ン
グ

　「第29回国民文化祭・あきた2014由利本荘」総合オ
ープニングイベントとして「ブロンズ道心・国民文化
祭記念ライブ」を開催します。
日時　９月26日（金）　17時半～
　　　（17時開場、17時30分からオープニングセレモニーなど）
会場　カダーレ
内容　ブロンズによる演奏と東由利中学校合唱団、由利高校民謡部、
　　　獅子舞などとのコラボレーション
問い合わせ先　市国民文化祭事務局　☎２４－６２９９

問い合わせ先　市国民文化祭事務局　☎24－6299／文化課　☎32－1337　http://kokubunsai.net/

　今回は人形劇フェスティバル！全国各地からアマチュアやプロが約30劇団集
まります。人形劇のほか人形浄瑠璃、糸操りなど、子どもから大人まで楽しめる人
形の世界をお楽しみに！

vol.3

人形劇団クスクス 人形劇団ココン

人形劇団むすび座 ひとみ座乙女文楽

第29回　国民文化祭・あきた2014

ゆりほんじょうゆりほんじょう

　全国から多数の人形劇団が由利本荘市に大集合！　夢の舞台の
はじまり、はじまり！　オープニングコンサート、県民参加の新作人形
劇の上演など盛りだくさん！　大人から小さなお子さんまで、多数お
いでください。

ゆりほんじょう

観劇無料・申し込み不要

開催期間

会　　場 第1会場：由利本荘市文化交流館「カダーレ」
第2会場：絵日傘人形劇場（日役町・廣誓寺境内）

2014.10.11　～13土 月
11日（土）

12日（日）
13日（月）

10：30　オープニング公演（第2会場）
11：45　オープニングコンサート
　　　　（陸上自衛隊第九音楽隊：第1会場）
12：45　開演（第1会場）
10：00　開演（　〃　）
10：00　開演（　〃　）
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暮らしのお知らせ

1
金

2
土

3
日

8
金

9
土

10
日

11
月

12
火

13
水

14
木

15
金

16
土

17
日

19
火

20
水

21
木

22
金

23
土

28
木

カ：カダーレ　☎22-2500　中：中央公民館　☎22-0900　ア：アクアパル　☎22-5611　総：市総合体育館　☎62-0500　シ：シーガル　☎33-2315○ ○ ○ ○ ○

9
月
の
予
定

9
月
の
予
定

88
５
施
設
の
催
事
案
内

○カ ○カ○総 ○中 ○総○カ○カ○ア○カ○カ○カ○中 ○カ○ア○カ○カ○総○カ○中○ア○カ ○カ○総○カ○ア○ア○中○カ○カ○カ ○カ○カ○カ○総 ○カ○カ ○カ○総

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

３
日　

科
学
作
品
展
（
〜
４
日
）　

正
午
〜
19
時　

　
　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人
戦　

８
時
〜
18
時

６
日　

が
い
こ
く
え
ほ
ん
展
（
〜
７
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
19
時
（
６
日
11
時
か
ら
、
７
日
16
時
ま
で
）

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○カ

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○カ
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総

水

27
火

26
月

25
日

24
月

18

InformationInformationInformation

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（由）＝由利図書館、（大）＝出羽伝承館

〇8月の各館行事カレンダー

〇休 館 日

源氏を生んだ作品たち
　　第五回『伊勢物語』その二

～

～

～

～

～

～

～

㈯

㈮～
㈭

㈯

㈯

㈫ ㈫ ㈮
㈪ ㈪ ㈪、 ㈪
㈬～ ㈭　 ～
㈪ ㈪ ㈬、 ㈪、 ㈪

29
金

30
土

31
日

4
月

5
火

6
水

7
木

秋
田
由
利
牛
ま
つ
り

日
時　

８
月
９
日
㈯　

11
時
〜

　

19
時

会
場　

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村

　
（
鳥
海
高
原
由
利
原
ま
つ
り
と

　

同
時
開
催
）

内
容　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、ゲ
ー

　

ム（
人
間
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）、

　

出
店（
串
焼
き
、メ
ン
チ
カ

　

ツ
、輪
投
げ
な
ど
）

【
人
間
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
参
加
者
募
集
】

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
模
し
た
ゲ
ー

ム
で
す
。
上
位
入
賞
者
に
は
商
品

と
し
て
秋
田
由
利
牛
が
贈
ら
れ
ま

す
。

  

子
ど
も
の
部
（
小
学
生
以
下
）

時
間　
【
女
子
】
正
午
〜
、【
男
子
】

13
時
40
分
〜

  

大
人
の
部
（
中
学
生
以
上
）

時
間　
【
女
子
】
14
時
20
分
〜
、

【
男
子
】
15
時
〜

定
員　

各
16
人
（
応
募
者
多
数
時

は
抽
選
）

◎
当
日
、
各
部
の
開
始
時
間
30
分

前
ま
で
に
会
場
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課　

☎
24―

６
３
５
４

「
第
七
次
秋
田
県
高
等
学
校
総
合

整
備
計
画
」
説
明
・
意
見
交
換
会

日
時　

８
時
11
日
㈪　

18
時
〜　

20
時
（
開
場
17
時
半
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
３
階　

自
然
科

　

学
学
習
室
２

日
時　

９
月
２
日
㈫　

18
時
〜　

20
時
（
開
場
17
時
半
）

会
場　

シ
ー
ガ
ル　

講
堂

問
い
合
わ
せ
先　

県
教
育
委
員
会

　

高
校
教
育
課　

高
校
改
革
推
進

　

班　

☎
０
１
８―

８
６
０―

５

　

１
６
３

  「
ひ
な
た
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時　

８
月
７
日
㈭
・
20
日
㈬　

　

13
時
〜
16
時

※

遅
刻
早
退
構
い
ま
せ
ん

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　
　

　

☎
23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
１
５

　

道
の
駅
に
し
め　

盆
踊
り

日
時　

８
月
14
日
㈭　

13
時
〜  

　

21
時

会
場　

道
の
駅
に
し
め

内
容　

な
ま
は
げ
太
鼓
、
由
利
高

　

校
民
謡
部
Ｏ
Ｇ
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、

　

大
衆
演
芸
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
バ
ン

　

ド
、
民
謡
全
国
大
会
優
勝
者
一

　

座
シ
ョ
ー
、
西
目
音
頭
輪
踊
り

問
い
合
わ
せ
先　

道
の
駅
に
し
め

　

☎
33―

４
２
６
０

  

二
代
目
藤
蔭
季
代
恵
七
回
忌
追
悼

  

藤
蔭
流　

藤
袖
会
一
門

  

日
本
舞
踊
の
会

日
時　

９
月
７
日
㈰　

10
時
半
〜

会
場　

カ
ダ
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト
料　

千
円

問
い
合
わ
せ
先　

藤
袖
会
事
務
局

　

伊
東
さ
ん　

☎
０
９
０―

２
３

　

６
８―

９
４
８
３

本
荘
夏
の
芸
術
祭　

正
午
〜
16
時
半　

入
場
料
あ
り

楽
し
い
人
形
げ
き
遊
び
〝
か
だ
〜
れ
〞

          　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

10
時
〜
正
午
・
14
時
〜
16
時　

第
64
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会　

19
時
半
〜
21
時

剣
道
昇
段
審
査
会　

８
時
〜
18
時

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

第
56
回
秋
田
県
大
会

　

  　
「
大
学
・
職
場
・
一
般
の
部
」　

正
午
〜
16
時　

入
場
料
あ
り

お
と
こ
の
料
理
教
室　

９
時
半
〜
12
時
半　

要
申
し
込
み

本
荘
由
利
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
強
化
講
習
会　

９
時
〜
17
時

高
校
野
球
写
真
展　

11
時
〜
16
時

第
10
回
記
念
市
交
通
安
全
市
民
大
会　

13
時
半
〜
14
時
45
分

子
ど
も
の
ま
な
び
場
・
大
人
の
ま
な
び
場
づ
く
り

　

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
〜
8
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

    　

9
時
半
〜
16
時　

要
申
し
込
み

子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
代
表
者
会
議　

18
時
〜
19
時

子
ど
も
の
ま
な
び
場
・
大
人
の
ま
な
び
場
づ
く
り
講
演
会

　

        「
遊
び
と
学
び
」　

13
時
〜
16
時
半　

入
場
料
あ
り　

子
ど
も
美
術
館　

作
品
展
示　

９
時
半
〜
12
時
半

星
空
探
訪　

夏
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
教
室（
〜
10
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　

14
時
〜
15
時

夏
休
み
親
子
体
験
入
学　

８
時
45
分
〜
正
午

秋
田
県
３
地
区
対
抗
超
Ｏ
Ｂ

　

            

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
会　

８
時
半
〜
18
時

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

９
時
半
〜
15
時
半

デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
体
験
教
室　

９
時
半
〜
正
午

夏
休
み
貝
殻
細
工
教
室

　

           

９
時
〜
11
時
半
・
13
時
〜
15
時
半　

参
加
料
あ
り

第
27
回
鈴
木
ピ
ア
ノ
教
室

                   

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
〜
16
時

合
同
児
童
館
ま
つ
り　

10
時
〜
11
時
半

第
24
回
本
荘
由
利
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会　

８
時
〜
18
時

第
33
回
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
市
民
医
学
講
座　

14
時
〜
16
時

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

９
時
半
〜
15
時
半

市
戦
没
者
追
悼
式　

10
時
〜
16
時

第
５
回
本
荘
バ
レ
エ
発
表
会　

16
時
〜
19
時

国
際
・
日
韓
児
童
絵
画
交
流
展（
〜
25
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

９
時
〜
19
時　
（
25
日
17
時
ま
で
）

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ「
鳳
山
学
園
」　

10
時
〜
正
午

第
31
回　

本
荘
追
分
全
国
大
会　

９
時
半
〜
18
時

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
15
時

由
利
高
校
吹
奏
楽
部
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

   　
　
　
　
　
　
　

 「
心
か
ら
感
謝
を
こ
め
て
」　

14
時
〜

全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
県
予
選（
〜
17
日
）

　

８
時
〜
21
時（
17
日
17
時
ま
で
）

第
40
回
本
荘
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時
20
分

新
美
会
絵
画
展（
〜
15
日
）　

９
時
〜
18
時

  　
　
　
　
　
　

 　
（
11
日
正
午
〜
18
時
、15
日
16
時
ま
で
）

日　時 ～
会　場
対　象 ～

☎ －

期日　９月13日（土）～15日（月）
会場　カダーレ　大ホール
参加料　千円（資料代。当日受け付けでお支払
　いください）
定員　500人（先着順。当日参加も可能ですが
　資料が準備できない場合があります。事前に
　お申し込みください）
【13日（土）】
時間　12時半～17時45分
内容　公開講演「古代における鳥海山信仰」秋
　田大学名誉教授　新野直吉氏、基調講話「鳥
　海山信仰に見る祈りのかたち」　県教育庁主
　任学芸主事　髙橋　正氏・「鳥海山修験」
　日本山岳修験学会理事　神田より子氏、修験
　道芸能上演「鳥海山修験の芸能」
【14日（日）】
時間　９時半～17時
内容　鳥海山大物忌神
・鳥海山修験などを
　はじめとする学会員
　による研究発表
◎15日（月）は学会員の
　みが対象です。

史跡鳥海山　国指定五周年記念
　江戸時代から受け継がれた伝統の獅子
舞や番楽の舞をぜひご堪能ください。17
演目を上演予定です。
日時　８月16日（土）　17時半～21時半
会場　　鳥海健康広場特設ステージ
　　　　（雨天時は紫水館）
問い合わせ先　鳥海教育学習課
　　　　　　　☎５７―２８８１

江 時代 受 継が 伝統 獅

申し込み・問い合わせ先　
鳥海山学術大会実行委員会事務局（文化課内）
　☎３２―１３３７

国
際
・
日
韓
児
童
絵
画
交
流
展（
〜
２
日
）９
時
〜
19
時（
２
日
18
時
ま
で
）



 １日㈮ 岩城・大内 ４・７・10カ月児健診 平成25年9月・12月、平成26年3月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

 ４日㈪ 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成24年5月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 ５日㈫ 全　　  市 ５歳児健康相談 平成21年７月生まれ 12:45～13:00 市民交流学習センター

 ６日㈬  ２歳児歯科健診 平成24年1月・2月・3月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

 ７日㈭ 岩城・大内 １歳６カ月児健診 平成24年11月・12月、平成25年1月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

 19日㈫ 本荘・西目 ３歳児健診 平成23年2月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 20日㈬ 本荘・西目 10カ月児健診 平成25年10月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 
26日㈫

 本荘・西目 ４カ月児健診 平成26年4月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

   ４・７・10カ月児健診 平成25年10月、平成26年1月・4月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

 27日㈬ 本荘・西目 １歳６カ月児健診 平成25年1月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

13日
 羽後信用金庫総代会懇親会へ寸志 5,000

  由利本荘測量設計業協会総会懇親会へ寸志 5,000
  由利仲八郎政春墓前祭懇親会へ寸志 3,440
 15日 由利高等学校同窓会・ゆりの会懇親会会費
  （○代  石川副市長） 

3,500

18日

 市土地改良区連絡協議会情報交換会へ寸志 5,000
  本荘税務署管内青色申告会連合会創立60周年
  記念式典祝賀パーティーへ寸志 3,460
  （○代  石川副市長）

19日
 ㈱秋田バイオファーム　株主総会懇親会へ

  寸志（○代  小野副市長） 
3,348

22日
 中田代協議会（朴沢・的場・板井沢）市政座談会

  懇親会へ寸志 
5,220

27日 企業訪問時特産品お土産 5,673

29日
 由利本荘ふるさと会連合会の集い・懇親会へ

  寸志 
38,527

   150,305
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内科・小児科
休日応急診療所
午前10時～午後４時

8月の診療日と予定当番医師

【持ち物】保険証、お薬手帳
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日応急
　診療所（☎24-3917）、平日は本荘保健セ
　ンター（☎22-1834）※詳しくは、本荘保健センターへお問い合わせください

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

◆乳幼児
　健診

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
※3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査をしてきてください
※本荘地域と西目地域の7カ月児健診は、個別健診となります
※お住まいの地域で受診してください
※当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

８月

（受付時間：午後3時30分まで）

献　血　　ご協力ください　　―８月献血日程―

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

実施日     対象地域　　　事　　業　　名　　　　 対　　　　象　　　　者　　　   受付時間　　　　　実施場所

 １日㈮
 13:00～14:15 ＪＡ秋田しんせい由利支店 

全血献血
  15:00～16:15 ㈱コウジマ工業 

 ７日㈭
 10:00～12:00 ＪＡ秋田しんせい本店 

全血献血
  14:00～16:00 小林工業㈱ 

 15日㈮
 10:00～11:45 

マックスバリュ本荘店
 

全血献血
  13:00～16:15  

◆「市長の行動」報告（6月分）
　　　　　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆市長交際費の報告

（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
件　　　数

合　計
支出額

支出額

１　件 5,000

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
支出日 支　　出　　内　　容

○代：代理出席
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副市長交際費執行状況

支出額支出日 支　　出　　内　　容

合　計

   小友地区敬老会へ御祝い 2,628
   北内越地区敬老会へ御祝い 3,460
  6月1日 石沢地区敬老会へ御祝い（○代  石川副市長） 2,628
   「佐藤政吉胸像・牧野組合創立記念碑」合同例祭
   懇親会へ寸志（○代  由利総合支所長） 

3,440

  2日 市建設業協会総会懇親会へ寸志 5,000
   企業訪問時特産品お土産 13,294
  3日 由利高原鉄道由利地域協力会総会懇親会へ寸志
   （○代  由利総合支所長） 

3,440

  6日
 ブラジル秋田県人会会長表敬訪問時特産品お土

   産 
9,406

  7日 
本荘矢島会総会懇親会へ寸志

   （○代  矢島総合支所長） 
3,479

  8日

 梵天町内会　町内行事懇親会へ寸志
   （○代  石川副市長） 

3,480

   高尾町内会行政懇談会懇親会へ寸志
   （○代  企画調整部長） 

4,950

  9日 東部地区連絡協議会総会懇親会へ寸志 3,450
   ２０１４年原水爆禁止国民平和大行進へ協力金 10,000
  11日 本荘由利雇用開発協会総会懇親会へ寸志
   （○代  商工観光部次長兼商工振興課長） 

3,482

由利・東由利・
矢島・鳥海

日　時　８月12日（火）10時～15時（出入り自由）
会　場　由利組合総合病院　がん情報センター（１階新患受け付け向い）
対　象　がん患者さん、ご家族
内　容　茶話会、認定看護師への相談会（緩和ケア認定看護師　鈴木　
　　　　聡子氏）（11時～11時40分）、パステルアート・タオル帽子の
　　　　制作
　　※詳細は由利組合総合病院ホームページをご覧ください
　　　　　問い合わせ先　由利組合総合病院　☎２７－１２００

由利組合総合病院「サロンおひさま」由利組合総合病院「サロンおひさま」由利組合総合病院「サロンおひさま」
  １日㈰

 小友地区敬老会
   北内越地区敬老会

  ２日㈪
 市議会定例会本会議（開会）

   市建設業協会総会懇親会

  ３日㈫
 全国市長会 分科会・市長フォーラム（東京都）

   企業訪問（東京都）

  ４日㈬
 日ロ沿岸市長会総会（東京都）

   全国市長会議（東京都）
  ７日㈯ 矢島地域敬老会
  ８日㈰ 市水防訓練（矢島地域）

  ９日㈪
 五役・部長・支所長会議

   東部地区連絡協議会総会懇親会
  11日㈬ 市議会定例会本会議（一般質問）
   佐々木良三氏 紺綬褒章 伝達式
  13日㈮ 羽後信用金庫総代会懇親会
   由利本荘測量設計業協会総会懇親会
  15日㈰ 由利仲八郎政春墓前祭懇親会
  16日㈪ 石脇財産区議会定例会
  17日㈫ 由利地域敬老会
  18日㈬ 市土地改良区連絡協議会総会・情報交換会
  20日㈮ 市議会定例会本会議（閉会）
  22日㈰ 中田代協議会（朴沢・的場・板井沢）市政座談会・懇親会
   五役会議
  23日㈪ 由利高原鉄道㈱株主総会
   市交通安全対策会議
  24日㈫ 市と市議会との合同要望（市内・秋田市）
  26日㈭ 市と市議会との合同要望（仙台市）
  

27日㈮
 市と市議会との合同要望（東京都）

   企業訪問（東京都）
  28日㈯ スポーツ施設視察（東京都）
  29日㈰ 由利本荘ふるさと会連合会の集い・懇親会（東京都）
   教育委員 辞令交付式
  30日㈪ 五役会議
   子吉川流域林業活性化センター役員会・総会・懇親会

～どなたでもお気軽にお越しください～

開催日　８月27日（水）
会　場　鶴舞温泉中広間
内　容　健康相談・血圧測定
　　　　　（午前９時30分～10時）
　　　　自宅で継続できる軽体操
　　　　　（午前10時～11時）
参加費　無料
申し込み　不要
　＊タオルをお持ちください
問い合わせ先
　本荘保健センター　☎22－１８３４

どなたでもお気軽にお越しくださ

『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』

　臨床心理士による「こころの相談日」
を開催します。
開 催 日　８月29日（金）
相談時間　午前10時～10時45分
　　　　　午前11時～11時45分
　　　　　午後１時30分～2時15分
会　　場　本荘保健センター
　※１人45分の相談時間となります
　※相談は予約制で1日3人までとします
申し込み・問い合わせ先
　８月15日（金）まで
　　　健康管理課☎22－１８３４

臨床心理士 「 相談

本荘幼稚園の園児が
「花の日」に訪問（30日）

由利・東由利・
矢島・鳥海

日 　  医　　師　　名
  3日㈰  前　原　巳知夫
10日㈰  嵯　峨　泰　治
17日㈰  佐　藤　省　子
24日㈰  山　田　暢　夫
31日㈰  菊　池　四　郎

  
６月５日

 庄内地域と由利地域との広域観光に関する意
   見交換会会費（小野副市長出席） 

5,000

  13日 企業訪問時特産品お土産 2,880

  18日
 市特産品販売組合意見交換会懇親会会費

   （小野副市長出席） 
3,000

  27日
 東由利地域新町自治会フォーラム懇親会へ

   寸志（小野副市長出席） 
3,200

 合　　計   14,080
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おお
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

満100歳おめでとうございます満100歳おめでとうございます満100歳おめでとうございます

市から賀詞と長寿祝い金が贈呈されました。
　菅原マサヨさん
　　（大正３年７月13日生まれ・表尾崎町）
どうぞこれからもお元気でお過ごしください。

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう 〈7月1日～15日受け付け分〉 どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈7月1日～15日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

木内　順治さん

佐藤　ツナさん

高原　ヤスさん

須田　ジンさん

成田　幸子さん

須田萬壽三さん

（川口・88歳）

（石脇・86歳）

（山田・93歳）

（水林・91歳）

（瓦谷地・80歳）

（一番堰・79歳）

佐々木由美さん

佐藤　慶一さん

佐藤　直人さん

佐藤　サキさん

佐藤　雄一さん

佐藤　忠藏さん

（船岡・66歳）

（矢島町七日町・86歳）

（矢島町七日町・37歳）

（矢島町城内・91歳）

（矢島町立石・76歳）

（矢島町城内・65歳）

竹村　　寛さん

堀井キヨヱさん

長谷川明雄さん

伊東キツヨさん

加藤　庸子さん

菊地　　満さん

（矢島町矢島町・79歳）

（岩城内道川・93歳）

（東鮎川・77歳）

（川西・92歳）

（中俣・51歳）

（岩谷麓・73歳）

山本晴一郎さん

田口カナヱさん

佐々木イトヨさん

工藤　恒雄さん

菊地　要子さん

佐藤　　貢さん

（及位・65歳）

（加賀沢・88歳）

（滝・91歳）

（平岫・81歳）

（岩野目沢・70歳）

（岩谷町・79歳）

小松　幸子さん

齋藤　愛子さん

鈴木　テルさん

佐藤　佐一さん

佐藤　ヒサさん

梶原タケヱさん

（東由利老方・89歳）

（西目町西目・87歳）

（西目町出戸・88歳）

（鳥海町下笹子・80歳）

（鳥海町下笹子・91歳）

（鳥海町上直根・92歳）

牧野不二子さん

伊藤　静子さん

大滝スマヱさん

（裏尾崎町・93歳）

（赤沼下・47歳）

（石脇・96歳）

嵯峨　久男さん

土田　誠一さん

栗田　米平さん

（館前・80歳）

（中梵天・69歳）

（石脇・86歳）

佐藤　　月ちゃん（孝志さん）石脇

畠山　俐憂ちゃん（真太郎さん）石脇

畠山　風憂ちゃん（真太郎さん）石脇

新為　煌大ちゃん（俊伸さん）大鍬町

小林　蒼太ちゃん（朋寛さん）石脇

佐藤　聖梨ちゃん（佳史さん）薬師堂

佐藤　幹大ちゃん（ 陽 さん）御門

　　ゆえ

り　う

ふ　う

こうた

そうた

せいな

かんた

辻　　蒼空ちゃん（百合香さん）松ヶ崎

浅利　愛里ちゃん（ 大 さん）石脇

畑澤　瑠奈ちゃん（敏之さん）矢島町矢島町

齊藤　朱俐ちゃん（陽一さん）中館

小野　渚紗ちゃん（正俊さん）東由利舘合

佐々木ななちゃん（洋介さん）西目町沼田

熊谷　　慧ちゃん（ 潤 さん）鳥海町伏見

そ　ら

あいり

る　な

あかり

なぎさ

　　けい

村上みき子さん（民生委員・児童委員・鳥

海町猿倉）７月２日永眠されました。平

成25年12月から民生委員・児童委員を務

められ、民生の安定と社会福祉の向上に尽

力されました。51歳。

「
最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
る
」

『
第
33
回
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
市
民
医
学
講
座
』

（開場　午後１時３０分、開演　午後２時～） 

●申し込み不要、入場料は無料です。多数のご参加をお待ちしています。
問い合わせ先　由利本荘医師会事務局　☎22-4085／健康管理課　☎22-1834

◆特別講演

◆対　談

演題：「地域で暮らし、地域をつなぐ～どんな時でもいのちは輝く」
講師： ㈱ケアーズ 白十字訪問看護ステーション 統括所長 暮らしの保健室 室長 秋山 正子 先生

「つなぐこと＆つながること」
　　秋山正子先生×伊藤伸一理事
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